
編
集
後
記

�

編
集
後
記

�

　
地
球
温
暖
化
、混
迷
す
る
時

代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
季

節
は
ず
れ
の
雪
だ
連
日
降
り
続

い
た
。�

　
こ
の
不
確
実
な
時
代
、田
上
町

の
平
成
１９
年
度
の
予
算
が
可
決

成
立
し
た
。ま
だ
ま
だ
冬
の
時
代

を
ぬ
け
き
れ
な
い
感
が
あ
る
予
算

審
議
の
中
で
も『
民
営
化
』と
い

う
言
葉
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。�

　
言
葉
に
す
る
に
は
簡
単
だ
が
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、昨
日
今
日

で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
。�

　
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の

結
果
、築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。�

　
当
町
に
お
い
て
も
、い
く
つ
か
の

公
共
施
設
の
民
営
化
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、執
行
側
も
確

固
た
る
信
念
を
も
っ
て
望
む
こ
と

に
よ
っ
て
、春
も
ま
じ
か
に
せ
ま
っ

て
く
る
の
が
は
な
い
か
。�（

石
井
記
）�

委  

員  

長
　
丸
山
　
正
樹

副
委
員
長
　
石
井
　
俊
寛

委
　
　
員
　
小
柳
　
徳
榮

委
　
　
員
　
塚
野
一
二
三

委
　
　
員
　
小
池
真
一
郎

委
　
　
員
　
池
井
　
　
豊

　
雪
国
に
雪
が
な
い
の
は
物
足
り
な
い

け
れ
ど
、朝
の
雪
の
け
が
な
い
こ
と
は
と

て
も
助
か
り
ま
す
。�

　
気
が
つ
け
ば
い
た
る
所
に
春
野
菜
が
目

に
つ
き
、春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。�

　
２
月
と
３
月
が
入
れ
代
り
の
気
候
だ

ね
と
皆
が
言
い
ま
す
。
で
も
心
の
中
で

ツ
ケ
が
回
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。日
本
全
国
、異
変
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、農
家
の
人
達
は
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。�

　
商
売
を
し
て
い
る
人
達
に
も
言
え
ま

す
ね
。�

　
今
年
は
選
挙
の
年
。県
議
、町
議
と
田

上
町
に
と
っ
て
も
住
み
よ
く
、景
気
が
活

気
付
い
て
も
ら
い
た
い
自
分
の
一
票
が
大

事
か
な
。�

　
「
美
し
い
日
本
」
よ
り
「
陽
の
さ
す
日

本
」の
方
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
自
分
だ
け
か
な
）�

　
川
船
河
南
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
勝
三��

「
暖
冬
は
い
い
け
れ
ど
」�
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3月定例会�

一般質問�

常任委員会付託案件審査報告�

予算審査特別委員会審査報告�

平成19年度予算�

全員協議会・常任委員会のうごき�

一部事務組合報告�

町民の声／編集後記�

…………………………………2P・3P�

………………………………4P～10P�

………………11P�

…………12P・13P�

…………………………14P・15P�

……………16P�

……………………………17P�

…………………………18P

▲「大地讃頌」を熱唱する新成人

▲アトラクション

▲議員定数２０人（一名欠員）での最後の定例会を終えて
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３
月
定
例
議
会
は
、３
月
７
日
か

ら
22
日
の
16
日
間
開
か
れ
た
。�

　
初
日
に
佐
藤
町
長
が
施
政
方
針

を
述
べ
、つ
づ
い
て
議
案
の
上
程
が

行
な
わ
れ
た
。�

　
８
日
は
総
務
産
経
常
任
委
員
会
、

９
日
は
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
、１２

日
は
建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
各

付
託
案
件
の
審
査
が
行
な
わ
れ
た
。�

　
１４
日
は
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ

７
名
が
登
壇
し
、施
政
方
針
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
た
。�

　
ま
た
、付
託
議
案
に
つ
い
て
委
員

長
の
報
告
が
な
さ
れ
、各
議
案
を
可

決
し
た
。�

　
１５
日
か
ら
４
日
間
、予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
行
い
、最
終
日
22
日
に

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含

む
全
議
案
を
可
決
し
た
。�

���

専
決
処
分�

■
議
第
１
号

　
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更�

条
例
の
制
定�

■
議
第
２
号

　
田
上
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

■
議
第
３
号

　
田
上
町
収
入
印
紙
及
び
新
潟
県

収
入
証
紙
購
買
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て�

条
例
の
一
部
改
正�

■
議
第
４
号

　
田
上
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
５
号

　
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

■
議
第
６
号

　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
７
号

　
田
上
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
８
号

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
９
号

　
田
上
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
１０
号

　
町
長
、助
役
、収
入
役
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
１１
号

　
田
上
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
１２
号

　
田
上
町
地
下
水
採
取
規
制
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
１３
号

　
田
上
町
緑
化
推
進
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て�

■
議
第
１4
号

　
田
上
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

■
議
第
１５
号

　
田
上
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て�

条
例
の
廃
止�

■
議
第
１６
号

　
田
上
町
収
入
役
事
務
兼
掌
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て�

■
議
第
１７
号

　
田
上
町
高
額
療
養
費
貸
付
金
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て�

町
道
の
認
定�

■
議
第
１８
号

　
田
上
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

上
野
・
南
８
号
線
、上
野
・
南
９
号
線
、

道
心
沢
２２
号
線
の
３
件�

補
正
予
算�

■
議
第
１９
号

　
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

■
議
第
２０
号

　
同
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算�

■
議
第
２１
号

　
同
年
度
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算�

■
議
第
２２
号

　
同
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算�

■
議
第
２３
号

　
同
年
度
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算�

■
議
第
２4
号

　
同
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算�

３
月
７
日
〜
２２
日�

助
役
を
副
町
長
に
改
正�

｢
議
員
の
報
酬｣

「
特
別
職
の
給
与
」
を
改
正�

�

助
役
を
副
町
長
に
改
正�

｢
議
員
の
報
酬｣

「
特
別
職
の
給
与
」
を
改
正�

�

▲最終日本会議の起立採決

３
月
定
例
会

月
定
例
会
の
経
過
経
過�

３
月
定
例
会
の
経
過�

専

決

処

分

条
例
の
制
定

補

正

予

算

町
道
の
認
定

条
例
の
廃
止

条
例
の
一
部
改
正

3月定例会�

定�

例�
月�

会�
3

平成１９年度一般会計予算�
４１億７，７００万円可決�
平成１９年度一般会計予算�
４１億７，７００万円可決�

請 　 願 �請 　 願 �

議員発議による意見書の提出�議員発議による意見書の提出�

件　　　名請願番号 請願者の住所・氏名 意見書提出先

「日豪ＥＰＡ／ＦＴＡ交渉に対
する」請願�

新潟市船場町2-3435-1�
食とみどり、水を守る新潟県民会議�
　　議長　　小日山紀郎�

請　願
第１号 採 択 �

「高校全県１学区制」を延期する事を求める意見書�意見案
第１号

否 　 決 �

請　願
第２号

内閣総理大臣�
外 務 大 臣 �
農林水産大臣�

プライバシー侵害、個人情報漏洩な
ど、住民の「安心・安全」の後退が
懸念される「市場化テスト」の拡大・
推進に慎重な対応を求める請願�

新潟市西堀通3-799　カメリア207号�
新潟県公務公共関連労働者共闘連絡会�
　　代表　　滝沢敬一・斉藤進�
　　　　　　名古屋利夫�

採 択 �
内閣総理大臣�
行政改革担当大臣�
総 務 大 臣 �

関東・甲信越・北陸地域各県の中
で最低額となった、生活保護基準
以下の「新潟県最低賃金」額の引
き上げ・抜本改正を求める請願�

長岡市関東町4-15�
中越地区労働組合総連合�
　　代表　　馬場哲二�

採 択 �
内閣総理大臣�
厚生労働大臣�
新 潟 県 知 事 �

請　願
第３号

審査結果

件　　　名意見案番号 提出議員 議決結果

小野澤健吉�
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農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業

の
基
本
認
識
と
し
て
、こ
の
対
策
は

平
成
１７
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
た
な
食
料
、農
業
、農
村
基
本

計
画
に
お
い
て
重
要
政
策
の
一
つ
と

し
て
、平
成
１９
年
度
か
ら
導
入
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
一
連
の
政
策
改
革
は
広
範
囲
か
つ

大
規
模
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
ま
で
事
業
の
取
組
み
に
つ
い

て
、サ
ポ
ー
ト
す
る
町
の
姿
勢
に
は

不
満
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
対
策
で
、事
業
の
詳
細
説

明
が
さ
れ
な
い
こ
と
で
大
幅
な
遅

れ
と
、
説
明
会
開
催
の
方
法
も
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　
今
日
ま
で
の
農
家
組
合
活
動
か
ら
、

非
農
家
、自
治
会
、関
係
団
体
等
の

協
力
体
制
を
確
立
し
、
共
同
活
動

計
画
書
を
作
成
す
る
に
は
大
変
な

作
業
で
す
。

　
　
　
町
は
地
域
協
議
会
の
立
場

で
、活
動
組
織
体
と
契
約
を
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
、あ
く
ま
で
活
動
組

織
体
が
中
心
に
な
っ
て
い
く
事
業
で

あ
り
ま
す
。�

　
　
こ
の
事
業
計
画
に
は
１０
ア
ー
ル

あ
た
り
４
千
４００
円
の
補
助
金
が
付

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
負

担
は
２
千
２００
円
、県
の
負
担
は
１
千

１００
円
、町
の
負
担
は
１
千
１００
円
と
負

担
が
必
要
で
す
。

　
事
業
の
遅
れ
は
、県
の
負
担
額
が

決
ま
ら
な
い
た
め
で
、１２
月
県
会
で

や
っ
と
総
額
５
億
４
千
万
円
に
決
ま

っ
た
と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
情
報

で
は
、申
込
み
数
が
予
測
を
超
え
て

多
く
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、こ
れ

か
ら
事
業
区
の
選
考
を
す
る
わ
け
で
、

選
考
基
準
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
申
請
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
採
択
し
て
い
く
が
、県
の
予
算
組

み
に
対
す
る
全
体
の
実
施
要
望
面

積
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ

り
、県
の
予
算
を
上
回
っ
た
場
合
は

実
施
面
積
で
の
調
整
が
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。�

　
　
県
の
対
応
を
指
摘
し
ま
し
た

が
、１２
月
末
に
説
明
会
を
し
て
３
月

中
旬
に
計
画
書
を
提
出
す
る
に
は

無
理
が
あ
り
、駆
け
込
み
提
出
を
し

て
、今
後
実
践
活
動
に
な
っ
て
問
題

に
な
る
の
で
は
。

　
そ
こ
で
県
に
対
し
て
事
業
計
画

提
出
の
延
長
を
要
望
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
頑
張
っ
て
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、期
限
ま
で
提
出
せ
よ
と
言

う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。�

　
　
１９
年
度
対
策
は
、
品
目
横
断

経
営
安
定
対
策
、農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
の
二
つ
の
対
策
が
あ

り
ま
す
が
、事
業
に
取
り
組
め
な
い

地
区
が
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
ど
う

す
る
の
で
す
か
。

　
　
　
積
極
的
に
話
し
合
い
、活
動

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
継
続
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

�

　
　
平
成
19
年
度
に
お
い
て
取
組

む
重
点
施
策
の
土
木
関
連
事
業
の

中
で
４０３
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
、

「
命
の
大
動
脈
」
と
位
置
付
け
て
い

る
が
、県
央
医
療
圏
の
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、逆

の
方
向
と
な
り
説

得
力
が
な
い
の
で
は
？ 

　
　
　
県
央
医
療

圏
の
救
急
救
命
セ

ン
タ
ー
の
設
置
は
具

体
的
で
な
い
。新
潟

市
内
の
救
急
救
命

セ
ン
タ
ー
へ
の
急
患

搬
送
の
た
め
に
も

４０３
バ
イ
パ
ス
の
早
期

完
成
に
努
力
し
た
い
。�

　
　
福
祉
関
連
事
業
・
健
康
づ
く

り
関
連
事
業
の
中
で
、健
康
寿
命
を

伸
ば
す
た
め
の
介
護
予
防
を
推
進

す
る
と
か
、各
種
検
診
等
の
施
策
は

う
た
わ
れ
て
い
る
が
、「
心
の
健
康

づ
く
り
」
を
ど
う
捉
え
る
か
？

　
　
　
19
年
度

は
中
学
校
に
お
い

て
心
の
健
康
づ
く

り
の
講
演
会
を

予
定
し
て
い
る
。

心
の
健
康
づ
く
り

は
重
要
な
課
題

に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
健
康
づ

く
り
推
進
会
議

で
検
討
し
て
参
り

ま
す
。�

　
　
新
年
度
も
水
害
対
策
関
連
事

業
に
お
い
て
小
河
川
の
水
害
対
策

に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

か
？

　
　
　
政
策
的
な
事
業
実
施
は
困

難
で
あ
る
。水
害
の
な
い
町
づ
く
り

に
む
け
て
実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
消
防
費
の
中
で
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
な
う
と
し
、
自

主
防
災
組
織
と
も
関
連
付
け
て
い

る
が
、地
域
防
災
計
画
が
不
十
分
な

な
か
、
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
る
と
混
乱
す
る
の
で
は
？
ど
ん

な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
？

　
　
　
国
・
県
の
防
災
計
画
と
の
整

合
性
を
図
る
と
と
も
に
、新
し
い
情

報
・
情
勢
の
変
化
を
分
析
し
、実
情

把
握
の
為
に
区
長
と
の
意
見
交
換

も
し
て
行
き
た
い
。
絵
に
描
い
た
餅

に
な
ら
な
い
よ
う
現
実
的
な
計
画

を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
農
林
関
係

の
新
規
就
農
者

や
体
験
観
光
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、ま
た
グ
ル
ー

プ
化
を
し
た
後

の
指
定
管
理
者
等
、

団
塊
の
世
代
の

溢
れ
る
パ
ワ
ー

と
技
術
を
活
か
し
て
い
く
施
策
を

考
え
て
い
く
べ
き
で
は
？

　
　
　
現
状
と
し
て
具
体
的
な
施

策
と
し
て
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
の
人
口
増
加
策
と
し
て
は
、今
後

の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
問

問

問

問

問問問

問
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長

町
長

町
長

町
長

町
長

池井　豊 議員�小池真一郎 議員�

町
長

町
長

町
長

町
長

土木関連事業�
４０３バイパスの�
考え方について�

地域防災計画の�
見直しに�
ついて�

団塊の世代」の�
活用について�

水害対策�
関連事業に�
ついて�

心の健康�
づくりに�
ついて�

農地・水・環境保全�
対策について�
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中
高

一
貫
教
育
で
、

今
年
は
羽

生
田
小
学

校
で
２
名
、

田
上
小
学

校
で
７
名
、

合
計
で
９

名
が
４
月
か
ら
燕
中
等
教
育
学
校

に
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

次
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

①
燕
中
等
教
育
学
校
に
通
学
す
る

に
は
月
約
１
万
円
以
上
必
要
で
す
。

こ
れ
は
経
済
的
な
面
か
ら
教
育
を

受
け
る
格
差
を
生
じ
ま
せ
ん
か
？

②
小
学
校
か
ら
受
験
競
争
に
組
み

込
ま
れ
、ま
た
エ
リ
ー
ト
教
育
に
繋

が
る
懸
念
が
生
じ
ま
せ
ん
か
？

③
１
学
年
で
９
名
も
欠
け
る
こ
と
は
、

将
来
田
上
中
学
校
の
ク
ラ
ス
編
成

に
影
響
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

④
こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
、町
の
子

供
た
ち
は
町
の
学
校
で
教
育
を
す

る
こ
と
が
理
想
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
①
新
潟
県
は
現
行
の
８

学
区
に
各
一
校
の
一
貫
校
を
考
え
て

お
り
、通
学
時
間
や
経
済
面
を
考
え

て
の
こ
と
で
す
。�

②
公
立
校
の
場
合
は
、面
接
や
作
文
、

調
査
書
な
ど
総
合
的
に
合
否
を
判

断
す
る
の
で
受
験
競
争
の
低
年
齢

化
に
は
な
り
ま
せ
ん
。�

③
私
立
学
校
で
も
中
高
一
貫
教
育

を
実
施
し
て
お
り
、少
子
化
や
保
護

者
の
転
出
で
、学
級
減
は
全
県
下
に

共
通
す
る
こ
と
で
す
。�

④
田
上
の
子
供
の
教
育
は
田
上
で
、

と
い
う
こ
と
は
も
っ
と
も
で
す
。
町

を
挙
げ
て
魅
力
の
あ
る
学
校
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。�

　
　
町
に
は
沢
山
の
非
常
勤
職
員

が
働
い
て
い
ま
す
が
、労
働
条
件
は

最
低
賃
金
ス
レ
ス
レ
で
あ
り
、労
働

単
価
で
言
え
ば
生
活
保
護
の
条
件

と
同
程
度
で
す
。ま
た
通
勤
手
当
等
、

他
の
条
件
も
改
善
す
べ
き
で
は
？

　
　
　
通
勤
手
当
は
平
成
１９
年
度

か
ら
町
内
・
外
に
限
ら
ず
、
２
〜

５�
Ｋm
ま
で
月
２
千
円
と
職
員
並
み

に
見
直
し
を
し
ま
す
。臨
時
職
員
の

雇
用
条
件
の
改
善
は
全
国
的
な
話

題
と
な
っ
て
お
り
、財
政
事
情
と
併

せ
て
改
善
の
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
　
自
立
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

湯
っ
多
里
館
の
民
営
化
案
が
あ
り
、

建
設
時
に
「
利
益
が
出
て
町
財
政

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
踏
み

切
り
ま
し
た
。
僅
か
５
年
で
民
営
化

案
を
出
す
の
は
大
き
な
問
題
で
す
。

　
　
　
５
年
前
は
財
政
的
に
寄
与

で
き
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
し
た

が
、今
後
も
そ
う
な
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。ま
た
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

は
即
！
民
営
化
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
　
政
府
の
０７
年
度
の
予
算
案
に「
頑

張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ

り
、２
千
７００
億
円
の
予
算
付
け
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
対
象
は
、環
境
や
少

子
化
対
策
、観
光
、定
住
促
進
、地

場
産
品
発
掘
な
ど
多
様
で
す
。

　
町
は
財
政
難
で
目
新
し
い
新
規

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
制
度
を

有
効
に
活
用
し
て
町
づ
く
り
に
活

用
で
き
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
国
か
ら
資
料
が
届
い
て
い
ま

す
の
で
、実
際
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
事
業
が
あ
る
か
な
い
か
検
討
い
た

し
ま
す
。�

　
　
町
の
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
に
よ
れ
ば
、適
正
化
が
進
み
２０１２
年

度
に
は
１３．７
％
に
な
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
財
政
指
数
は
ま
ち
づ
く
り
事

業
を
抑
制
す
れ
ば
相
対
的
に
低
下

す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
指
数
の

改
善
を
持
っ
て
評
価
で
き
な
い
。
町

は
財
政
健
全
化
の
影
で
疲
弊
し
て

い
る
感
が
強
い
、ま
ち
づ
く
り
の
強

い
意
志
と
決
断
が
必
要
だ
。

　
町
長
は
、在
任
期
間
３
年
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
示
す
べ
き
だ
。

　
　
　
財
政
状
況
が
厳
し
く
要
望

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
だ
。

そ
の
多
く
の
原
因
は
国
の
施
策
に
よ

る
交
付
税
の
減
額
に
あ
る
。　�

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、基
本
計
画
に
基
づ

い
て
年
度
毎
の
事
業
計
画
を
示
す
こ

と
が
基
本
で
あ
る
が
、基
本
計
画
に

対
し
具
体
性
を
持
た
せ
て
い
き
た
い
。�

　
　
観
光
事
業
推
進
の
現
状
と
今

後
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
望

む
の
か
。

　
ま
た
観
光
の
拠
点
施
設
と
し
て

の
湯
っ
多
里
館
の
源
泉
湯
量
の
安

定
的
確
保
に
確
信
が
持
て
る
か
。
　

　
　
　
流
動
人
口
の
確
保
の
た
め
に

観
光
入
り
込
み
客
の
増
加
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。�

　
県
は「
春
の
に
い
が
た
花
物
語
」

な
ど
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
る
。観
光
と
農
業
を
結
び
つ
け

る
施
策
が
大
切
で
あ
る
。　
　�

　
町
内
の
観
光
資
源
を
網
羅
し
た

総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
年
間

を
通
じ
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。�

　
湯
っ
多
里
館
の
揚
湯
試
験
を
実

施
し
、今
後
調
査
結
果
を
踏
ま
え
温

泉
の
保
護
を
図
り
な
が
ら
安
定
供

給
に
努
め
る
。�

　
「
農
地
・

水
・
環
境

保
全
対
策

事
業
」
の

活
動
が「
ま

ち
づ
く
り
」

と
し
て
位

置
づ
け
る

な
ら
ば
町
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
。

　
全
地
域
を
対
象
と
し
た
支
援
は

可
能
か
、現
時
点
の
申
請
面
積
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
地
域
共
同
活
動
計
画
に
基

づ
く
農
業
用
施
設
な
ど
の
資
源
や

景
観
の
保
全
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。�

　
実
施
要
望
地
区
へ
の
指
導
、交
付

金
支
援
を
行
っ
て
い
く
。申
請
面
積

は
３
件
、６０５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。�

　
予
算
措
置
を
超
過
し
た
分
は
補

正
で
対
応
す
る
。�

　
　
子
ど

も
た
ち
の

生
活
環
境
、

教
育
環
境

の
整
備
及

び
安
全
確

保
は
教
育

行
政
の
重

大
な
責
任
だ
。
築
２５
年
を
経
過
し

た
校
舎
は
老
朽
化
が
進
み
大
規
模

工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
総
合
的
な
事
前
点
検
の
不
足

の
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
学
校
保

健
法
に
よ
る
環
境
衛
生
検
査
は
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
教
育
環
境
の

整
備
に
生
か
さ
れ
て
き
た
か
。

　
　
　
　
町
で
は
毎
年
定
期
的
に

各
園
、学
校
の
法
で
規
定
さ
れ
た
環

境
衛
生
検
査
を
実
施
し
、結
果
に
基

づ
い
て
必
要
な
施
設
設
備
の
改
善
を

図
っ
て
い
る
。
１７
年
度
は
中
学
校
の

各
教
室
の
照
度
改
善
、同
時
に
灯
油

暖
房
へ
の
切
り
替
え
に
伴
う
ＣＯ２
の
濃

度
向
上
に
伴
う
換
気
扇
の
整
備
を

行
っ
た
。そ
の
結
果
、濃
度
は
半
分
以

下
に
な
っ
て
い
る
。�
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平
成
１９
年
度
に
向
け
て
の
施

政
方
針
の
説
明
を
受
け
、
想
像
以

上
に
町
の
財
政
の
厳
し
さ
を
実
感

致
し
ま
し
た
。

　
町
長
が
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
輝

く
ま
ち
田
上
・
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
姿
は
ど
こ
に
も
見
当
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
、１９
年
度
予
算
編
成
で
は
２

億
５
千
万
円
の
不
足
の
た
め
、財
政

調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
、そ
の
残
高

は
、２
億
９
千
万
円
と
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
と
負
担
増
を
お
願
い
し

て
ゆ
く
の
で
す
か
。

　
町
の
借
金
で
あ
り
ま
す
町
債
は
、

１８
年
度
末
で
５４
億
７
千
万
円
で
あ

り
、１９
年
度
で
５
億
８
千
万
円
の
返

済
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

実
財
政
健
全
化
計
画
の
想
定
外
の

も
の
が
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
へ
と
必
要

と
な
り
、あ
ら
ゆ
る
基
金
の
取
り
崩

し
を
や
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、町

長
は
赤
字
債
権
団
体
へ
の
転
落
を

命
を
か
け
て
守
り
、さ
ら
に
緊
急
課

題
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
が
安
心
し
て
乗
れ
る
車
の

両
輪
の
ご
と
く
、行
政
と
議
会
は
論

議
を
重
ね
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
町
長
あ
な
た
で
す
。

間
違
い
の
な
い
道
を
進
ん
で
く
だ

さ
い
。

�

　
　
　
決
算
ベ
ー
ス
で
試
算
し
た
場

合
は
予
算
執
行
残
高
な
ど
不
用
額

も
生
じ
、し
た
が
っ
て
予
算
ベ
ー
ス
よ

り
改
善
さ
れ
る
と
思
う
。９
月
決
算

で
再
度
財
政
フ
レ
ー
ム
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。�

　
　
町
長
は
以
前
、
任
期
中
は
財

政
再
建
を
し
な
が
ら
自
立
し
た
町

づ
く
り
を
勧
め
る
こ
と
に
努
力
し

た
い
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

世
界
も
日
本
そ
し
て
新
潟
県
も
大

き
く
変
動
し
て
い
る
中
、今
後
３
年

間
の
内
に
は
大
変
な
地
域
格
差
が

生
じ
る
事
は
確
実
で
す
。

　
４
月
１
日
を
以
っ
て
新
潟
市
は

政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
す
。
大

き
な
責
任
と
権
限
そ
し
て
財
政
を

持
っ
て
新
し
い
新

潟
市
は
、羽
ば
た
く

事
と
思
い
ま
す
。
国

道
４０３
号
線
の
促
進

に
も
大
き
く
関
わ

っ
て
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
田
上
町
の
将
来

を
担
う
若
人
た
ち

が
夢
と
希
望
を
持

て
る
町
づ
く
り
は
、

新
潟
市
へ
の
合
併

が
一
番
の
進
行
方

向
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
住
民
の
意

向
を
受
け
て
自
立

し
た
町
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
財
政

再
建
を
し
た
わ
け
で
あ
り
、２０
年
以

降
も
町
の
財
政
が
絶
対
大
丈
夫
と

は
言
い
切
れ
な
い
わ
け
で
し
て
、そ

れ
は
規
模
の
大
き
い
自
治
体
の
中
に

お
れ
ば
安
定
し
て
い
る
こ
と
に
は
間

違
い
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、最

終
的
に
は
町
民
の
判
断
に
よ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。�

�

　
　
法
律
の
改
定
で
、
障
害
者
手

帳
が
無
く
と
も
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
対
象
は
、６５
歳
以
上
で
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
人
で
、町
長

か
ら
障
害
者
控
除
の
認
定
書
を
受

け
た
人
で
す
。

　
田
上
町
は
平
成
１５
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
が
、要
介
護
１
か
ら

要
介
護
５
ま
で
の
人
の
内
、ど
れ
ほ

ど
の
人
に
認
定
書
を
発
行
し
て
い

る
の
で
す
か
。

　
　
　
要
介
護
１
か
ら
要
介
護
５

ま
で
の
人
は
、４４３
名
で
身
体
障
害
者

手
帳
保
持
者
を
除
く
と
２４５
名
で
す
。

こ
の
内
、２２３
名
に
案
内
と
申
請
書
を

送
付
し
ま
し
た
。�

　
　
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る

基
準
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ

う
か
。
町
例
規
集
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
明
ら
か
に
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
要
介
護
認
定
を
受
け
た
か

ら
一
律
に
障
害
者
控
除
の
認
定
書

を
発
行
す
る
の
で
は
な
く
、あ
く
ま

で
個
別
の
状
態
で
判
断
す
べ
き
と
い

う
考
え
が
あ
り
ま
す
。こ
の
方
針
に

基
づ
き
当
町
で
は
、障
害
老
人
の
自

立
度
や
認
知
症
老
人
の
自
立
度
を

考
慮
し
判
断
し
て
い
ま
す
。�

　
認
定
基
準
を
規
則
に
定
め
る
べ

き
か
は
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま

す
が
、三
条
税
務
署
管
内
の
市
町

村
で
は
、認
定
書
発
行
の
基
準
を
規

則
で
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

せ
ん
。�

　
　
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障

害
者
自
立
支
援
法
で
、
町
の
障
害

者
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
住
民
の

負
担
が
２
倍
か
ら
４
倍
に
も
達
す

る
こ
と
か
ら
、通
所
を
減
ら
さ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
は
こ
れ
に
対
し
て
、昼
食
代
金

を
除
く
負
担
額
に

対
し
て
、３
割
の
助

成
を
行
な
う
と
し
、

議
会
で
補
正
予
算

を
議
決
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、ま
だ

執
行
さ
れ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
。
速

や
か
に
執
行
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
１８
年
度
末
に
１
年
分
を
一

括
し
払
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
、保
護

者
会
、役
員
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。�

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
っ

て
利
用
者
負
担
が
一
律
１
割
と
な
り
、

全
国
的
に
改
善
を
求
め
る
運
動
が

広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、２
ヵ

年
の
限
定
で
す
が
、負
担
の
最
高
限

度
額
が
、４
分
の
１
に
改
善
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、そ
れ
で
も
負
担
が
１．５

倍
か
ら
２．３
倍
に
な
り
ま
す
。

　
新
年
度
も
３
割
助
成
を
引
き
続

き
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
新
年
度
か

ら
は
、国
の
軽
減
対

象
外
と
な
る
人
が

３
名
と
な
る
の
で
、

こ
こ
に
町
の
３
割
助

成
を
実
施
す
る
方

針
で
す
。�

　
保
護
者
会
役
員

会
と
十
分
話
し
合

い
を
し
て
い
き
ま
す
。�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
問

問

問

問

問

問

高橋秀昌 議員�塚野一二三 議員�

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

合併について�

障害者自立�
支援法と�

利用者負担への�
助成について�

要介護者に対する�
障害者認定書の�
発行について�

▲元気はつらつ教育
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電
気
と
石
油
で
燃
料
費
の
差

は
ど
れ
位
か
。
給
油
の
取
り
扱
い
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
　
光
熱
費
は
年
間
約
２００
万

円
節
減
さ
れ
ま
す
。地
上
に
タ
ン
ク

を
置
き
オ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
で
供
給
し

ま
す
。�

　
　
１５
年
経

過
し
た
と
言

う
が
故
障
、修

繕
で
ど
れ
だ

け
の
経
費
が

か
か
る
の
か
。

財
政
再
建
の

時
期
、節
約
出

来
る
の
で
あ

れ
ば
、
も
っ
と

後
年
度
更
新
で
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
修
理
費
は
２
台
で
年
１０

万
円
で
あ
り
ま
す
。バ
ス
は
一
般
的

に
耐
用
年
数
が
１０
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。部
品
も
な
く
な
り
、ク
ー
ラ
ー
も

あ
り
ま
せ
ん
。運
行
中
、ド
ア
が
開
閉

で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
る
の
で
安
全

上
更
新
を
す
る
も
の
で
す
。�

　
　
保
育
園
の
年
長
児
を
幼
稚
園

教
育
と
す
る
の
か
。
保
育
園
と
幼

稚
園
を
別
と
し
て
建
物
を
協
同
施

設
と
す
る
二
つ
の
方
法
が
あ
る
が
、

ま
た
町
内
一
施
設
と
す
る
の
か
。
私

は
小
学
校
単
位
に
二
つ
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
民
営
化
を
検

討
す
る
の
か
ど
う
か
。

　
　
　
施
設
に
つ
い
て
の
国
の
提
示

は
公
設
で
や
る
場
合
は
一
切
補
助

金
は
出
さ
な
い
。ま
た
民
間
で
や
れ

ば
保
育
所
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り

補
助
金
を
あ
る
程
度
出
す
と
の
事

に
な
っ
て
い
る
の
で
、民
営
化
を
し
、

４
歳
児
、５
歳
児
は
定
員
２００
名
の
現

在
の
竹
の
友
幼
稚
園
を
使
用
し
、全

保
育
所
を
統
合
す
る
方
向
が
良
い

と
考
え
る
。�

　
今
後
の
検
討
委
員
会
で
検
討
を

し
て
議
会
に
提
案
を
し
て
参
り
た
い
。�

　
　
早
期
完

成
の
見
通
し
、

期
成
同
盟
会
の

運
動
は
才
歩
川

近
く
の
立
体

交
差
方
式
を

平
面
交
差
方

式
に
法
線
の
見

直
し
を
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
上
野
地
区
の
立
体
交
差
の

件
は
県
も
振
興
局
は
見
検
す
る
と

し
て
い
る
が
、１０
年
以
内
は
な
い
。と

り
あ
え
ず
、新
潟
、小
須
戸
間
を
つ

な
ぐ
事
が
先
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
揺
れ
動

く
教
育
界
と

田
上
の
教
育

に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

教
育
長
　�

確
か
な
学
力

を
持
ち
、
心

豊
か
で
た
く

ま
し
く
、郷
土
を
愛
す
る
個
性
豊
か

な
子
供
の
育
成
に
あ
り
ま
す
。�

　
各
学
校
、園
は
町
の
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、文
化
を
生
か
し
、家
庭
と
地
域

の
連
携
を
取
り
、教
育
力
を
生
か
し
な

が
ら
学
力
、体
力
、道
徳
の
三
者
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
全
国
的
に
学
力
の
低
下
が
論
さ

れ
て
い
ま
す
。ゆ
と
り
教
育
に
問
題

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、ゆ
と
り

教
育
が
実
現
さ
れ
ず
画
一
的
な
詰

め
込
み
教
育
を
改
善
で
き
な
か
っ
た

事
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。田

上
町
の
教
育
界
は
創
意
工
夫
し
て

学
力
向
上
を
目
指
し
、全
国
標
準

学
力
検
査
の
数
値
結
果
が
各
学
校

と
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。�

問

問

問

問

問

小野澤健吉 議員�

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

スクールバス�
２台の更新について�

教育長就任の�
所見について�

４０３号バイパスの�
促進について�

幼児園構想の�
幼保一元化に�
ついて�

両小学校の�
暖房設備の改善に�

ついて�

▲道路認定現地調査

常任委員会付託案件審査報告�

〈
３
月
８
日
〉�

 

条
　
　
例�

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
関

連
す
る
条
例
の
制
定
、一
部
改
正
及

び
廃
止
を
す
る
も
の
。�

　
田
上
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
制
定
ほ
か
８
条
例
に
つ
い

て
、一
部
改
正
及
び
廃
止
さ
れ
た
。

 

補
正
予
算�

◆
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４３
億
４
千
１２４
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。事
業
完
了
に
伴

い
請
負
差
額
の
補
正
で
あ
っ
た
。�

　
地
方
債
の
補
正
は
、単
独
災
害
復

旧
事
業
７０
万
円
、補
助
災
害
復
旧

事
業
４０
万
円
の
追
加
が
認
め
ら
れ

る
も
の
。土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

４
千
２５０
万
円
か
ら
４
千
７２０
万
円
に

変
更
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

い
ず
れ
も
原
案
可
決

　〈
３
月
９
日
〉�

 

条
　
　
例�

◆
田
上
町
収
入
印
紙
及
び
新
潟
県
収

入
証
紙
購
買
基
金
条
例
の
制
定

　
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
者
の
便
宜
を
計

ら
い
、５０
名
分
８０
万
円
を
基
金
と
し

て
設
置
す
る
も
の
。�

◆
田
上
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。�

◆
田
上
町
高
額
療
養
費
貸
付
金
条

例
の
廃
止

　
制
度
の
改
正
に
よ
り
廃
止
す
る

も
の
。�

 

補
正
予
算�

◆
一
般
会
計

・
保
育
所
運
営
事
業
委
託
料
８８６
万

６
千
円
は
、広
域
入
所
者
の
増
に

よ
る
も
の
。�

・
衛
生
費
１７８
万
８
千
円
の
減
額
は
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
中
止
に

よ
る
も
の
。�

・
環
境
衛
生
費
２６
万
５
千
円
の
減

額
は
、ア
メ
シ
ロ
予
防
の
完
了
に
伴

う
も
の
。�

・
加
茂
市
田
上
町
消
防
衛
生
組
合

負
担
金
４８７
万
２
千
円
の
減
額
は
、

１７
年
度
繰
入
に
よ
り
精
算
さ
れ

た
も
の
。�

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
４
台
の
購
入
費
の
入

札
に
よ
り
、４４６
万
８
千
円
の
減
額

と
な
っ
た
も
の
。�

い
ず
れ
も
原
案
可
決

　〈
３
月
１２
日
〉�

 

条
　
　
例�

◆
地
下
水
採
取
規
制
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
字
句
の
改
正�

 

町
道
路
線�

◆
認
定
３
件
、

・
上
野
地
内
　
横
吹
Ａ
４５
ｍ
、

横
吹
Ｂ
６３ｍ
の
２
本
。�

・
川
船
地
内
　
川
船
所
谷
１２０ｍ

の
１
本
。�

　
上
野
の
２
本
は
砂
利
道
、幅
員

も
４ｍ
と
少
し
で
あ
り
、川
船
の

１
本
は
、３
分
の
１
程
舗
装
外

砂
利
、幅
員
も
一
律
で
な
い
。�

　
必
要
な
生
活
道
路
で
あ
る
。�

 
補
正
予
算�

◆
一
般
会
計

　
年
度
末
計
数
整
理
が
主
。�

・
河
川
情
報
料
　
３５
万
円
減
等
。�

・
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金

４０６
万
円
の
減
。�

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
、使
用
料
１００
万
円
の
減
、歳

出
８７９
万
円
減
。�

　
山
田
川
工
事
の
遅
れ
に
よ
る
事

業
の
未
達
成
に
よ
る
も
の
が
主
。�

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１６７
万
円
減
。�

　
工
事
費
、委
託
料
の
決
定
に
よ
る

残
額
が
主
な
も
の
。�

い
ず
れ
も
原
案
可
決

総
　
務
　
産
　
経�

教
　
育
　
厚
　
生�

建
　
設
　
企
　
業�

常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査
報
告
�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
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予算審査特別委員会�
���

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
審
査

最
終
日
、町
長
に
対
す
る
５
件
の
総

括
質
疑
を
行
っ
た
。�

�

◎
町
の
活
性
化
と
特
別
職

の
報
酬
に
つ
い
て�

�

　
　
審
査
の
過
程
で
、
特
別
職
報

酬
の
全
国
平
均
の
数
字
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
町
の
報
酬
は
県
平
均
、
全
国
平

均
に
比
べ
あ
ま
り
に
も
開
が
あ
る
。

町
の
政
治
の
停
滞
を
生
ん
で
い
る

と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
町
長
の

考
え
は
ど
う
か
。

�

　
　
　
町
の
特
別
職
の
報
酬
が
全

国
的
に
も
か
な
り
下
位
に
あ
る
こ
と

か
ら
平
均
的
な
報
酬
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。�

　
し
か
し
特
別
職
報
酬
審
議
会
の

答
申
を
尊
重
す
る
と
の
立
場
で
あ
る
。�

　
審
議
会
に
は
、全
国
の
特
別
職
報

酬
の
資
料
を
提
出
し
て
い
る
が
、議

員
定
数
削
減
な
ど
議
会
の
議
論
に

関
し
て
、「
１９
年
度
以
降
に
つ
い
て
審

議
頂
く
よ
う
に
」と
諮
問
し
て
い
き

た
い
。�

�

◎
自
主
財
源
の
確
保
に�

　
つ
い
て�

�

　
　
経
費
削
減
は
充
分
理
解
し
て

い
る
が
、一
方
で
は
収
入
部
分
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
長
期

的
視
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

�

　
　
　
自
治
体
の
歳
入
は
法
的
に

決
め
ら
れ
て
お
り
、難
し
い
が
、何
ら

か
の
形
で
新
し
い
歳
入
の
道
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
税
収
増
に
伴
っ
て
交
付
税
が
減

額
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
に
つ
い
て
町

村
会
に
働
き
か
け
て
い
く
。�

◎
議
員
研
修
へ
の
職
員
の�

　
同
行
研
修
に
つ
い
て�

�

　
　
職
員
研
修
の
予
算
化
が
な
い
、

議
員
研
修
は
、
他
市
町
村
の
基
本

政
策
や
素
晴
ら
し
い
計
画
に
ふ
れ

大
変
参
考
に
な
っ
て
い
る
。

　
職
員
も
一
緒
に
研
修
し
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
る
。
派
遣
を
考
え
る

べ
き
で
な
い
か
。

�

　
　
　
議
員
研
修
は
議
員
の
自
主

的
な
研
修
視
察
だ
と
思
っ
て
い
る
。�

　
む
し
ろ
職
員
は
職
員
研
修
も
あ

る
の
で
議
会
は
自
主
的
に
意
欲
的
に

研
修
す
る
こ
と
が
よ
い
。�

�

◎
職
員
採
用
計
画
と
財
政

健
全
化
計
画
に
つ
い
て�
�

　
　
財
政
健
全
化
計
画
に
取
り
組

ん
で
３
年
、こ
の
間
町
民
に
負
担
を

強
い
て
き
た
。

　
財
政
健
全
化
の
大
き
な
柱
と
し

て
人
件
費
の
削
減
を
退
職
不
補
充

に
よ
る
職
員
適
正
計
画
と
し
て
遂

行
し
て
き
た
。
安
易
な
政
策
転
換

で
な
い
か
。�

�

　
　
　
職
員
採
用
計
画
は
財
政
健

全
化
計
画
に
は
入
っ
て
い
な
い
。�

　
職
員
適
正
計
画
で
歳
出
の
削
減

で
整
合
性
を
図
る
こ
と
に
し
て
き
た
。

３
年
間
で
、予
想
以
上
の
退
職
者
が

出
て
い
る
た
め
こ
こ
一
年
に
採
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。�

　
い
ず
れ
に
し
て
も
歳
入
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
計
画
を
入
て
い

き
た
い
。�

�

◎
当
初
予
算
編
成
の
あ
り

方
に
つ
い
て�

�

　
　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事

業
に
関
し
て
、対
象
面
積
１５５
ヘ
ク
タ
ー
ル

分
の
予
算
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
実
際
は
６０５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

申
請
さ
れ
て
い
る
。

　
予
算
の
あ
り
方
・
提
案
の
あ
り
方

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
加

え
て
町
長
は
１２
月
議
会
に
お
い
て

町
内
の
対
象
農
地
・
農
振
地
域
全

域
の
申
請
を
想
定
し
た
予
算
編
成

を
行
う
と
答
弁
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、予

算
編
成
に
問
題
が
あ
り
、予
算
提
案

者
自
体
の
問
題
で
あ
る
。

�

　
　
　
予
算
は
過
大
な
計
上
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。し
た
が
っ
て
予

算
編
成
に
は
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。�

　
予
算
の
最
終
査
定
段
階
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
希
望
し
た
地
域
は
、

下
吉
田
・
湯
川
・
曽
根
・
千
刈
地
区
の

４
地
区
で
あ
っ
た
。最
終
査
定
時
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
４
地
区
、１５５
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
申
請
で
あ
っ
た
の
で
、こ
れ
に

対
す
る
１７０
万
円
予
算
付
け
し
た
。�

　
そ
の
後
、土
地
改
良
区
が
ほ
場
整

備
地
域
を
一
括
し
た
活
動
組
織
を

つ
く
る
と
の
動
き
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。�

　
現
在
申
請
さ
れ
て
い
る
湯
川
・
曽

根
・
ほ
場
整
備
地
域
の
６０５
・
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
採
択
さ
れ
れ
ば
、町
の
負
担

分
は
約
９００
万
円
位
と
な
る
の
で
超

過
分
は
補
正
予
算
で
対
応
す
る
。�

平
成
１９
年
度

予
算
審
査
特
別
委
員
会�
予
算
審
査
特
別
委
員
会�

予
算
案
総
括
質
疑�

�

斉藤副委員長� 田巻委員長� 関根副委員長�

　
平
成
１９
年
３
月
７
日
付
、本

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
１１
議
案

に
つ
い
て
、全
員
で
審
査
し
た
。�

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
平
成
１９

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
各
会
計
予
算
７
件
と
条
例
改

正
３
件
で
あ
っ
た
。�

　
審
査
に
あ
た
っ
て
は
新
規
事

業
重
点
項
目
、大
幅
な
増
減
等

を
主
と
し
て
説
明
を
求
め
た
。

４
日
間
の
審
査
の
中
で
多
く
の

質
疑
が
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
か
ら
説
明
を
頂
い
た
。答
弁
の

出
来
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、町

長
か
ら
直
接
答
弁
を
頂
い
た
。�

　
採
決
で
は
、付
託
さ
れ
た
１１

件
全
て
全
会
一
致
又
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。�

　
国
の
財
政
需
要
が
増
大
す
る

中
で
、交
付
税
は
年
々
減
額
傾

向
に
あ
る
。
現
下
の
要
因
を
洞

察
し
、独
自
の
財
政
健
全
化
策

の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。�

　
執
行
、職
員
共
に
更
な
る
ご

努
力
を
願
っ
て
報
告
と
す
る
。�

委
員
長
　
田
巻
　
敏�

問問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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平 成 １９ 年 度 予 算 �平 成 １９ 年 度 予 算 �平 成 １９ 年 度 予 算 �
一 般 会 計 �４１億７，７００万円�

特 別 会 計 　４１億２３８万３千円�

歳　　　　　　入歳　　　　　　出

消費的経費�
3,150,448�
（75.4％）�

歳出� 歳入�歳入�歳出�

普通建設事業費�
255,208�
（6.1％）�

普通建設事業費�
255,208�
（6.1％）�

人件費�
1,053,021�
（25.2％）�

  扶助費�
309,275�
（7.4％） 

公債費�
612,449�
（14.7％）�

物件費�
591,331�
（14.2％）�

補助費等�
486,358�
（11.6％）�

貸付金�
149,500（3.6％）�

繰出金�
5億9,143万円�
（14.2％）�

繰出金�
5億9,143万円�
（14.2％）�

予備費�
4,864（0.1％）�

維持補修費�
98,014�
（2.3％）�

投資及び出資金�
15,168（0.4％）�

積立金10,373（0.2％）�

自主�
財源�

1,944,071�
（46.5％）�

依存�
財源�

2,232,929�
（53.5％）�

自主�
財源�

1,944,071�
（46.5％）�

依存�
財源�

2,232,929�
（53.5％）�

町税�
1,186,404�
（28.4％）�

地方交付税�
1,450,000�
（34.7％）�

国・県支出金�
309,014（7.4％）�
国・県支出金�
309,014（7.4％）�

町債 183,000�
（4.4％）�

地方譲与税�
94,000（2.3％）�

地方消費税交付金�
102,000（2.4％）�

利子割交付税 3,500（0.1％）�

分担金・負担金�
117,833（2.8％）�

使用料・手数料�
128,597（3.1％）�

繰入金�
249,998（6.0％）�
繰入金�
249,998（6.0％）�

その他自主財源�
57,546（1.3％）�

その他依存財源 91,415（2.2％）�

諸収入�
203,693（4.9％）�

町 税 �

分担金･負担金�

使用料・手数料�

繰 入 金 �

諸 収 入 �

その他自主財源�

合 計 �

1,186,404�

117,833�

128,597�

249,998�

203,693�

57,546�

1,944,071

予　算　額�区　　　　　分�

88�

9�

10�

19�

15�

4�

145

１人当り�

28.4�

2.8�

3.1�

6.0�

4.9�

1.3�

46.5

構成比％�

下水道事業�集落排水事業�国民健康保険�老人保健�訪問看護�介護保険�水道事業�

�

本年度�
前年度�

自　主　財　源 単位：千円

町 債 �

国・県支出金�

地方消費税交付金�

地 方 譲 与 税 �

利子割交付税�

地 方 交 付 税 �

その他依存財源�

合 　 　 計 �

183,000�

309,014�

102,000�

94,000�

3,500�

1,450,000�

91,415�

2,232,929

予　算　額�区　　　　　分�

14�

23�

8�

6�

0�

108�

6�

165

１人当り�

4.4�

7.4�

2.4�

2.3�

0.1�

34.7�

2.2�

53.5

構成比％�

依　存　財　源

下水道事業�

集落排水事業�

国民健康保険�

老 人 保 健 �

訪 問 看 護 �

介 護 保 険 �

水 道 事 業 �

合　　　計�

429,000�

77,600�

1,223,000�

1,169,500�

41,117�

842,745�

319,421�

4,102,383

本 年 度 �会　計　名�

426,000�

78,300�

1,075,000�

1,231,300�

39,664�

774,144�

315,601�

3,940,009

前 年 度 �

3,000�

△ 700�

148,000�

△ 61,800�

1,453�

68,601�

3,820�

162,374

増 　 減 �

人 件 費 �

扶 助 費 �

公 債 費 �

物 件 費 �

維 持 補 修 費 �

補 助 費 等 �

合 　 計 �

1,053,021�

309,275�

612,449�

591,331�

98,014�

486,358�

3,150,448

予　算　額�区　　　　　分�

78�

23�

46�

44�

7�

36�

234

１人当り�

25.2�

7.4�

14.7�

14.2�

2.3�

11.6�

75.4

構成比％�

消費的経費

積 立 金 �

貸 付 金 �

繰 出 金 �

投資及び出資金�

予 備 費 �

合　　　　計�

10,373�

149,500�

591,439�

15,168�

4,864�

771,344

予　算　額�区　　　　　分�

1�

11�

44�

1�

0�

57

１人当り�

0.2�

3.6 �

14.2�

0.4�

0.1�

18.5

構成比％�

その他経費

普通建設事業� 255,208

予　算　額�区　　　　　分�

19

１人当り�

 6.1 

構成比％�

投資的経費

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農林水産業費�

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

公 債 費 �

予 備 費 �

合 　 　 　 計 �

71,824�

434,002�

1,055,661�

359,056�

13,621�

268,018�

383,347�

422,709�

212,093�

369,356�

582,449�

4,864�

4,177,000

予　算　額�区　　　　　分�

5 �

32 �

79 �

27 �

1 �

20 �

29 �

31 �

16 �

27 �

43 �

0 �

310

１人当り�

△14,372�

16,170�

△159,538�

22,281�

4,384�

△34,171�

65,439�

5,978�

1,985�

△21,639�

△41,247�

△270�

△155,000

前年対増減額�

1.7 �

10.4 �

25.3 �

8.6 �

0.3 �

6.4 �

9.2 �

10.1 �

5.1 �

8.9 �

13.9 �

0.1 �

100.0 

構成比％�

目的別（款別）歳出予算�

0

2億�

4億�

6億�

8億�

10億�

12億�

予
備
費�

公
債
費�

教
育
費�

消
防
費�

土
木
費�

商
工
費�

農
林
水
産
業
費�

労
働
費�

衛
生
費�

民
生
費�

総
務
費�

議
会
費�

71,824

434,002

1,055,661

359,056

13,621

268,018

383,347
422,709

212,093

369,356

582,449

4,864

0

30億�

60億�

90億�

12億�

15億�

429,000

426,000

77,600

78,300
41,117

39,664

842,745
774,144

319,421
315,601

1,223,000

1,075,000 1,169,500
1,231,300�

単位：千円

単位：千円単位：千円

単位：千円

単位：千円単位：千円単位：千円

単位：千円

単位：千円

注：公債費には、県借入金元利償還金 3,000万円が含まれる。�

単位：千円

投資的経費�
255,208（6.1％）�

その他の�
経費771,344�
（18.5％）�

投資的経費�
255,208（6.1％）�

その他の�
経費771,344�
（18.5％）�
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三
条
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団�

三
条
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団�

新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合�

新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合�

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域
養
護�

老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会�

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域
養
護�

老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合
議
会�

歳　入

歳　出

歳　入

歳　出

県支出金 4
財産収入 540
寄付金 400

繰越金 5,000
繰入金 3

①
自
立
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て

【
今
後
の
課
題
】

○
未
利
用
地
の
処
分

・
処
分
を
検
討
し
、売
払
い
を
実
施
�

○
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
ラ
ン
ド
を
有
料
化

・
徴
収
方
法
に
問
題
点
が
多
く
、当

面
有
料
化
に
し
な
い
。�

○
有
料
公
告
に
よ
る
収
入

・
１９
年
度
か
ら
実
施
、募
集
方
法
を

検
討
中
�

○
ゴ
ミ
の
有
料
化

・
加
茂
市
と
の
調
整
が
必
要
な
た

め
検
討
を
継
続
�

○
固
定
資
産
税
の
税
率
ア
ッ
プ

・
財
政
フ
レ
ー
ム
で
は
２１
年
度
実
施

を
検
討
�

○
保
育
所
の
統
廃
合

・
少
人
数
に
な
っ
た
場
合
は
再
検
討
�

○
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
の

見
直
し

・
民
間
へ
の
委
託
を
検
討
�

○
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

・
仮
称「
幼
児
園
」建
設
を
検
討（
民

営
化
も
検
討
）�

○
能
力
・
業
績
主
義
の
導
入

・
勤
務
評
定
結
果
等
を
活
用
�

②
幼
児
園
構
想
に
つ
い
て

【
検
討
ポ
イ
ン
ト
】

・
竹
の
友
幼
稚
園
に
併
設
し
て
一
ヶ

所
に
集
約
�

・
定
員
３７０
人
�

・
増
築
面
積
１
千
９３５
 m3

�

・
増
築
総
経
費
�

　
建
築
関
係
６
億
２
千
９００
万
円
�

　
設
計
管
理
費
３
千
３９５
万
円
�

【
財
政
計
画
】

・
起
債
額
５
億
５
千
２００
万
円
�

　
一
時
金
１
億
７
千
５６２
万
円
�

・
一
ヶ
所
に
統
合
し
た
場
合
の
年
間

運
営
費
�

〔
減
額
〕人
件
費
３
千
９３６
万
円
�

〔
増
額
〕借
入
償
還
３
千
８７８
万
円
、�

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
営
費（
３
台
）６１１�

万
円
、光
熱
水
費
２１８
万
円
�

③
報
酬
審
議
会
の
結
果

④
地
方
自
治
法
の
改
正
内
容

⑤
臨
時
職
員
の
雇
用
方
針

　
各
議
題
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が

あ
っ
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
会

平
成
１９
年
１
月
２６
日

〈
調
査
事
項
〉

◎
才
歩
川
・
山
田
川
床
上
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業

（
現
地
で
県
当
局
か
ら
説
明
を
受
け

る
。）

・
事
業
１０５
億
円（
直
轄
２７
億
円
）�

・
平
成
１４
年
か
ら
５
年
の
予
定
が
遅

れ
て
い
る
。

・
進
捗
状
況
９２
％（
８７
億
円
）�

・
主
た
る
工
事
は
、才
歩
川
２
千
８５０ｍ

河
積
広
大
。山
田
川
１
千
２０ｍ
河

積
広
大
。放
水
路
開
削
等
。�

・
山
田
川
関
連
で
、用
地
交
渉
が
難

航
し
て
い
る
。�

　
任
意
解
決
を
年
頭
に
お
い
て
い
る

が
、土
地
収
用
法
の
適
用
も
考
え
て
、

一
連
の
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。�

　
今
後
、み
ん
な
が
親
し
め

る
水
辺
と
い
う
こ
と
で
、地

元
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い

等
で
あ
っ
た
。

◎
地
域
整
備
課
の
事
業
進

捗
状
況

・
道
路
維
持
８７．５
％
、新
設

改
良
６６
％
、河
川
改
良

費
１００
％
、災
害
復
旧
費

１００
％
、総
体
で
９０．６
％
の
発

注
済
み
。�

　
県
の
事
業
関
連
を
除
け
ば
、

大
体
遂
行
で
き
る
見
通

し
と
報
告
を
受
け
た
。�

委
員
長
　
小
柳
徳
榮

常
任
委
員
会
の
動
き
�

所
管
事
務
調
査

���

管
理
者
　
三
条
市
長
　
国
定
勇
人�

　
期
　
日
／
平
成
１９
年
２
月
２３
日�

　
場
　
所
／
三
条
地
域
企
業
団
事
務
所�

○
平
成
１９
年
度
予
算
を
議
決
し
た
。�

組
合
議
員
　
笹
川
俊
一
郎�

組
合
議
員
　
泉
田
　
寿
一�

組
合
議
員
　
関
根
　
一
義�

���

管
理
者
　
見
附
市
長
　
久
住
時
雄�

　
期
　
日
／
平
成
１９
年
２
月
２２
日�

　
場
　
所
／
見
附
市
ま
ご
こ
ろ
学
園�

◎
平
成
１９
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
千
２５０
万
円
と
定

め
た
。

組
合
議
員
　
石
井
　
俊
寛�

���

管
理
者
　
三
条
市
長
　
国
定
勇
人�

　
期
　
日
／
平
成
１９
年
２
月
２６
日�

　
場
　
所
／
三
条
市
役
所�

◎
平
成
１９
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
８６５
万
４
千
円

と
定
め
た
。組

合
議
員
　
小
野
澤
　
健
吉�

1,375�

�

2,500

1日平均水量�

予 定 水 量 m3

503,250�

�

915,000�

�
�

10,357,800

年間水量�

42,801,412�

�

14,411,250�
�

57,212,662�

1,110,058,23

年間給水料金�
（税込）（円）�

区　　　分�

田上町�

基本料金�

８１円/m3

使用料金�

15円/m3

合　　計�

三条市・加茂市・田上町　合計  

平成１９年度給水料金

13,363�

4�

2,000�

2,011�

1,696�

5,707

人    　口（人）�

利用者数（人）�

均 等 割 �

人口割55／100�

利用者割45／100�

　 計 　 �

区 分�

経 常�

費 割�

田上町分 組合費分担金 単位:千円

単位:千円

単位:千円

単位:千円

単位:千円

13,204�

3�

―�

1�

0�

1�

2,217�

599�

1,363�

4,179�

4,180

人    　口（人）�

入 所 数（人）�

均 等 割１/２�

入所者割10%�

人 口 割90%�

　 計 　 �

均 等 割20%�

入所者割30%�

人 口 割50%�

　 計 　 �

区 分�

合　　　　計 �

起債�
償還分�

施設�
運営費分�

田上町分 組合費分担金 単位:千円

諸収入 4,849
分担金及分担金及び�
負担金担金 75,001円�

使用料及使用料及び�
手数料手数料 246,703

分担金及び�
負担金 75,001

使用料及び�
手数料 246,703

民生費生費�
299,162
民生費�
299,162

議会費 488
公債費 14

予備費 1,000

総務費 31,836

措置費措置費�
227,203

諸収入諸収入�
160,129

措置費�
227,203

諸収入�
160,129

分担金及分担金及び�
負担金担金 66,523円�
分担金及び�
負担金 66,523

県出金 1
寄付金 1

繰越金�
2,000

会議費 410予備費 300
総務費 722公債費 19

全員議員協議会�平成１９年１月１７日



編
集
後
記

�

編
集
後
記

�

　
地
球
温
暖
化
、混
迷
す
る
時

代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
季

節
は
ず
れ
の
雪
だ
連
日
降
り
続

い
た
。�

　
こ
の
不
確
実
な
時
代
、田
上
町

の
平
成
１９
年
度
の
予
算
が
可
決

成
立
し
た
。ま
だ
ま
だ
冬
の
時
代

を
ぬ
け
き
れ
な
い
感
が
あ
る
予
算

審
議
の
中
で
も『
民
営
化
』と
い

う
言
葉
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。�

　
言
葉
に
す
る
に
は
簡
単
だ
が
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、昨
日
今
日

で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
。�

　
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の

結
果
、築
き
あ
げ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。�

　
当
町
に
お
い
て
も
、い
く
つ
か
の

公
共
施
設
の
民
営
化
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
が
、執
行
側
も
確

固
た
る
信
念
を
も
っ
て
望
む
こ
と

に
よ
っ
て
、春
も
ま
じ
か
に
せ
ま
っ

て
く
る
の
が
は
な
い
か
。�（

石
井
記
）�

委  

員  

長
　
丸
山
　
正
樹

副
委
員
長
　
石
井
　
俊
寛

委
　
　
員
　
小
柳
　
徳
榮

委
　
　
員
　
塚
野
一
二
三

委
　
　
員
　
小
池
真
一
郎

委
　
　
員
　
池
井
　
　
豊

　
雪
国
に
雪
が
な
い
の
は
物
足
り
な
い

け
れ
ど
、朝
の
雪
の
け
が
な
い
こ
と
は
と

て
も
助
か
り
ま
す
。�

　
気
が
つ
け
ば
い
た
る
所
に
春
野
菜
が
目

に
つ
き
、春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。�

　
２
月
と
３
月
が
入
れ
代
り
の
気
候
だ

ね
と
皆
が
言
い
ま
す
。
で
も
心
の
中
で

ツ
ケ
が
回
っ
て
こ
な
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。日
本
全
国
、異
変
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、農
家
の
人
達
は
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。�

　
商
売
を
し
て
い
る
人
達
に
も
言
え
ま

す
ね
。�

　
今
年
は
選
挙
の
年
。県
議
、町
議
と
田

上
町
に
と
っ
て
も
住
み
よ
く
、景
気
が
活

気
付
い
て
も
ら
い
た
い
自
分
の
一
票
が
大

事
か
な
。�

　
「
美
し
い
日
本
」
よ
り
「
陽
の
さ
す
日

本
」の
方
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
自
分
だ
け
か
な
）�

　
川
船
河
南
　
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
勝
三��

「
暖
冬
は
い
い
け
れ
ど
」�
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3月定例会�

一般質問�

常任委員会付託案件審査報告�

予算審査特別委員会審査報告�

平成19年度予算�

全員協議会・常任委員会のうごき�

一部事務組合報告�

町民の声／編集後記�

…………………………………2P・3P�

………………………………4P～10P�

………………11P�

…………12P・13P�

…………………………14P・15P�

……………16P�

……………………………17P�

…………………………18P

▲「大地讃頌」を熱唱する新成人

▲アトラクション

▲議員定数２０人（一名欠員）での最後の定例会を終えて


